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   研究要旨：わが国における公的なPatient-reported outcome (P

RO)ガイドラインを作成するにあたり、まず、主に海外のガイドラ
イン（ガイダンス等を含む）を系統的に検索し、その中から、わ
が国でも有用と思われる文献を絞り込み、目的あるいはユーザー
別に分類し、さらに一部の日本語版の開発を行うことを目的とし
て、本研究を行った。今年度は重要な文献や教科書を抽出し、一
部は翻訳を開始した。 

 

 
   Ｄ．考察 

  目的に合致する情報を収集するために 
適切なキーワードの設定は容易ではな 
かった。特に、報告名称として、実際 
はguidelineだけではなく、guidaince,  
Task-force report, declaration, good 
practice,check-listなどの用語がよく 
用いられていた。また医療技術評価(HTA) 
の分野で使用するpreference-based  
measureで測定するいわゆるhealth-state 
utilitiesに関する情報の検索も容易で 
はなかった。一方、書籍情報については、 
書籍の一部に含まれている情報の確認や、 
選択する内容の範囲の限定が課題であっ 
た。一方、ICT利用関連情報は、PROに限 
定していないものが多いことや、有用で 
はあるが査読を受けているような質が 
高い情報が多くはなかったことは、課題 
として残った。 
 今後、これらの情報を作成するガイド 
ラインのどの目次で紹介するか、日本語 
版を作成して紹介する必要性の有無につ 
いて、詳細な検討を進める予定である。 
 
Ｅ．結論 
 主に海外のPROガイドラインの情報を 
系統的に検索し、本研究班で作成するガ 
イドラインに必要な情報を整理した。一 
部日本語版の作成も開始した。 
 
Ｆ．健康危険情報 
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       Ａ．研究目的 
       わが国における公的なPatient-reported 

outcome (PRO)ガイドライン作成にあたり、 
主に海外のガイドライン（ガイダンス等を 
含む）を系統的に検索し、わが国でも有用 
と思われる文献を絞り込み、一部につい 
ては日本語版の開発を行うことを目的と 
した。 

 
       Ｂ．研究方法 
        文献情報の検索のためのデータベース 

(DB)としてMEDLINEとEmbaseを、書籍情報 
の検索のためのDBとしてGoogle Books、 
Worldcat、NLMのBookshelfを用いた。キー 
ワードとしては、PRO、quality of life 
(QOL)、health-related QOL(HRQOL)、 
health-state utilities、また、各種PRO 
の使用目的に関する用語を設定した。また 
、本研究班の研究者から得られた重要な 
文献のうち、上記の系統的検索で得られ 
なかった情報をハンドサーチで加えた。 

 
       Ｃ．研究結果 
        本研究の目的に合致した文献として、 

文献情報から33件、書籍情報から11件に 
絞った。文献情報の中から日本語で紹介す 
べき5件について、日本語版作成を進めて 
いる。              
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